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6　各部の名称とはたらき

制御盤

漏電ブレーカー（過熱防止回路付）

テーブル

エアペダル

フィルタレギュレータ

次ページから制御盤に取り付けられている各装置の
説明を記載しています。

外部エア源が必要です。
7 準備>>「7-5　エア源のセットアップ」

（→ P.19）を参照してください。

エアペダルを踏むことで作業を
進めます。

シール加熱時に設定時間以上電流が流れると、自動的に
OFF 状態になります。
また、漏電時の場合でも自動的に切れます。

テーブルの傾斜角度が調整できます。

脱気ノズル
袋内のエアを吸引することで真空度を上げる
為のノズル。
脱気工程時に前へ出てきます。
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● コントロールユニットでシール条件の設定
コントロールユニットで加熱時間・冷却時間を設定します。
袋（フィルム）の材質、厚さなどにより設定値は変わりま
すので、異なる袋（フィルム）を使用される時はその都度、
設定してください。

SETボタンを押すと

カウンター数→加熱時間→冷却時間の順にディスプレイ
表示に呼び出せます。

呼び出されたモードはランプが点灯します。

どのモードのランプも点灯していない時はカウンターモー
ドになっている時です。

● 加熱時間の設定
・HEATING TIMEモードにして、▲、▼キーで数値
を加減して設定します。

  ［0.1 〜 2.5 秒の範囲］

・使用されるときの電圧、袋（フィルム）の材質により適
切な加熱時間は異なります。

・シールができる最短の時間で設定してください。作業
速度が上がり、部品の無駄な消耗を抑えます。

● 冷却時間の設定
・COOLING TIMEモードにして、▲、▼キーで数値
を加減して設定します。

	 ［0.1 秒〜 5.0 秒の範囲］

・冷却時間は加熱時間の1.5〜 2 倍必要です。

制御盤の各部の名称とはたらき

6-1　コントロールユニット

ディスプレイ表示
カウンターおよび各設定の表示

SET ボタン

各種モードランプ

加熱・冷却ランプ

リセットボタン

数値設定ボタン
・設定数値の増減
・カウンター表示の時に押すと

カウンターをリセットできます

設定モードの切替

コントロールユニット 切替スイッチ

電源スイッチ

脱気タイマー
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電源ON

モード ディスプレイ表示

カウンター数値

加熱時間設定

冷却時間設定

押す

押す

押す

数値を下げる

.....

の範囲で表示

カウンター数値表示に戻る

（1回目）

（2回目）

（3回目）

SET

SET

SET

数値を上げる

.....

.....

電源ON

モード

デジタル表示

カウンター数値

加熱時間設定

冷却時間設定

押す

押す

押す

押す

0.1ずつ増減

設定終了

加熱時間表示

冷却時間表示

設定のやり直しをする場合
　　  押して（3回目）
カウンター数値表示に戻す

（1回目）

（2回目） 0.1ずつ増減

SET

SET

SET

● カウンターのリセット
シール作業を行うとカウンターの数値が 1ずつ 0000 〜
9999の範囲で増えていきます。数値を0000に戻した
い場合は、カウンター数を表示しているモード状態で▲
または▼ボタンを押してください。

● リセットボタン
各操作にかかわらず製品が動き始めた後で、何らかの
要因で製品の動きを止めたいときは、「RESET」ボタン
を押してください。圧着レバーが上がった初期状態に戻
ります。リセットボタンを押してもコントロールユニットで設
定した数値は消去されません。

設定数値例：加熱時間 0.8 秒　冷却時間 1.2 秒

各モードの設定手順

各モードの設定手順例

リセットボタン
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スイッチの切替で次の作業内容が選べます。

● シール専用
シール作業のみを行います。

● マニュアル脱気
脱気状態を目視にて判断し、エアペダル操作で脱気
を停止させて、シール作業を行います。

● タイマー脱気
脱気タイマーの設定値の間、脱気が行われ、設定
時間経過後脱気が停止し、シール作業を行います。

ON状態にするとシーラーの各機構がスタンバイ状態に
なります。

袋（フィルム）の内部を真空にする時間をセットするタイ
マーです。
タイマーの回転板を回して脱気時間を設定します。

脱気タイマーの設定時間変更
脱気タイマーの設定時間は、脱気タイマーの左下に
あるRANGE調整ネジをプラスドライバーで回すこと
で表示がかわり、下記のような設定の変更ができま
す。

設定時間の範囲
（sec・秒）0.1 〜 1、0.5 〜 5、1〜 10、5〜 50
（min・分）0.1 〜 1、0.5 〜 5、1〜 10、5〜 50
（hrs・時）0.1 〜 1、0.5 〜 5、1〜 10、5〜 50
（10h・時）0.1 〜 1、0.5 〜 5、1〜 10、5〜 50
内容物や袋（フィルム）の大きさによって脱気時間を
設定する場合、コントロールユニットの加熱時間を
「0.1」に下げ、シールしないようにして同じ袋（フィル
ム）で繰り返し脱気を行い、最適な脱気時間を設定
してください。

6-2　切替スイッチ

6-3　脱気タイマー

6-4　電源スイッチ

RANGE 調整ネジ

MODE 切替ネジ

注 	 脱気タイマーの右下にあるMODE 切替ネジは
回さないでください。タイマーとしての機能がな
くなります。

MEMO 	 電源スイッチをOFF にして、再び ON 状態に
すると初期状態になります。
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安全に効率的に作業するため、適切な作業環境でご
使用ください。

電源は必ず、製品の消費電力に適合した容量を持つコ
ンセントから直接接続してください。また、プラグは根元
までしっかりと差し込んでください。製品の消費電力は
「11　仕様」（→ P.32）を参照してください。

7　準備
7-1　作業場所の確保

7-2　電源の接続
100V 仕様機

200V 仕様機

100V 仕様機 200V 仕様機
黒

白

アース緑

黒

白

アース緑

警告 	 傾いたり、段差のある不安定な場所では使用
しないでください。製品が倒れたり、設置場所
から移動して破損、負傷の恐れがあります。必
ず平らな安定した場所でご使用ください。

	 床面が濡れていたり、水滴・水蒸気がかかる
場所では使用しないでください。製品の故障の
原因となり、漏電する危険性があります。

警告 	 消費電力は製品によって異なりますので、コン
セントの容量がそれ以上であることを確認の上、
直接接続してください。容量の少ないコンセン
トから電源を取ったり、継ぎ線をしたりすると電
圧降下し、製品が正常に動作しないだけでなく、
電線やコンセントに発熱して火災の原因にもな
りますので、適切な容量になるように電気配線
工事をしてください。

	 ※電気配線工事は、電力会社の認定工事店
で行ってください。（電気工事、第 3 種設置
工事の施工には資格が必要です）

警告 	 予め組み込まれている標準のプラグを取り除き
配線する場合は、接続に誤りのないように確か
めて行ってください。コードの接続は左のように
なっています。アース（線）が所定の端子に接
続されていない場合、電源側で短絡（ショート）
や漏電をします。
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附属部品のエアペダルを製品本体右側面にあるエアス
イッチ本体側のエルボに差し込んでください。

テーブルの高さと角度は、製品前面両端のアングルの
穴への取り付け位置の組み合わせを変えることにより調
整できます。

1 	 テーブル穴 aとアングル穴 bを合わせ、任意の
高さに取り付けます。

2 	 テーブル穴 cまたは dを選択することでテーブ
ル角度を変えることができます。cまたはdを選び、
アングル穴 eと合わせて蝶ナットで固定します。
cで固定する場合、テーブルに角度がつきます。
dで固定する場合は、水平になります。

7-4　テーブルの高さと角度の調整

7-3　エアペダルの取付

確実に差し込んでください

エアホース

エアホーススイッチ本体側エルボ付

a
b

e

d
c
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V-401NTWシリーズは製品を駆動させるために別途エ
アコンプレッサーが必要となります。適合するコンプレッ
サーをご使用ください。
適合コンプレッサー
クリーンエア：1.5kW 、165L/min 、0.6MPa 以上

1	エア配管
エア配管は、エアホース( 内径φ8)を使用してください。
エアホースをエアコック(エア接続口 )の根本まで差し込
み、ホースバンドでしっかりとめてください。

2	エアコック
エア源の接続を行ったのち、フィルタレギュレータのエア
コックを開き、エア圧力の調整を行ってください。
作業終了時には、必ずエアコックを閉じるようにしてくだ
さい。

3	エア圧の調整
フィルタレギュレータのエア圧力調整ノブを引き上げ、時
計回り（右回り）に回すと、エア圧が上がります。
設定位置でエア圧力調整ノブを押し、溝に入れてロック
してください。
圧力設定値：0.55MPa

4	ドレン抜き
このフィルタレギュレータはオートドレンタイプとなっていま
す。手動でドレンを排出したい場合は、フィルタレギュレー
タ（右イラスト）のドレンコックを時計回り（O側）に回すと、
溜まったドレン（水分）が排出できます。
ドレンを抜いたら、ドレンコックを反時計回り（S側）に回
して閉じてください。

7-5　エア源のセットアップ

エアコック

エアホース
（附属品ではありません）

エア圧力調整ノブ

ホースバンド

エア接続口 (タケノコ )

圧力計

ドレンコック

フィルタレギュレータ

エア圧力調整ノブ

開 閉

ドレンコック

以下作業を始める際、フィルタレギュレータのエ
アコックを開くと、エア圧力で圧着レバーが開き
ます。充分注意して準備してください。

注 	 エア供給を止めると、オートドレンの作業に満
たない量のドレンはケース内に残ります。終業
前に手動でドレンを排出するようにしてください。
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TEST

この製品を使用される時は以下の『正しい使い方』をよく読みいただき、お使いください。
以下の方法以外の操作方法で使用されますと故障の原因となり、たいへん危険です。

調整方法は「制御盤の各部の名称とはたらき」
（→ P.14）を参照してください。

1 漏電ブレーカー　ON

2 電源スイッチ　ON

3 加熱、冷却時間の調整

8　正しい使い方

MEMO 	 作業の途中で中断したいときは、リセットボタン
を押すと初期状態に戻ります。

注意 	 切替スイッチを「マニュアル脱気」「タイマー脱
気」に設定して使用する場合、1 作業工程終
了後、数秒経過するとノズルが自動で前へ出
てきますので、ノズルの前進に注意してくださ
い。手や顔を近づけるとぶつかる恐れがあり、
また、袋（フィルム）をシール部前面に残したま
まにしているとノズルの前進によりシールされた袋

（フィルム）や中の商品を傷める場合がありま
す。

	 圧着レバーが開けば、シールされた袋（フィルム）
は取り出してください。

注意 	 袋（フィルム）の口を閉じる際、圧着レバーが降
りてきます。シール面に袋（フィルム）をセットす
る時は、指をはさまないよう充分安全に注意し
て作業を行ってください。

注意 	 シール中はヒーター部が加熱しますので、ヒー
ター部に触れますと火傷する恐れがあります。
シール中は、絶対にシール部に触れないでくだ
さい。
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切替スイッチ
シール専用

◎準備ができましたら、下記の手順でシーラーを作動させてください。

11 ～ 3 までは全ての作業（シール専用・マニュアル脱気・タイマー脱気）で同じ操作です。

【シール専用】
●エアペダルを操作するだけで簡単にシー

リングができます

4

6

5

8

7 圧着レバー、シール面に密着（シール開始）

コントロールユニット作動（加熱→冷却ランプ点灯）

シール終了後（加熱、冷却ランプ消灯）圧着レバー上がる

シール位置を確かめながら、袋の両端を整える

圧着レバーが下降し、ノズルと袋をスポンジで挟み込み密封

（圧着レバーが閉じるまで踏んでください）

エアペダルを踏む（2 回目）

シール終了

シール面に袋をセット

エアペダルを踏む（1 回目）

操作切替スイッチ‘シール専用’

安全の為の機構として圧着レバーの降下途中で足をエアペダルから離すと
圧着レバーが開くようにプログラムされています

この間、自動的に作動

シール終了後、圧着レバーが開く

作業を終了する場合は「8-4　作業終了のしかた」（→ P.24）を参照してください

8-1　シール専用
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切替スイッチ
マニュアル脱気

◎準備ができましたら、下記の手順でシーラーを作動させてください。

11 ～ 3 までは全製品同じ操作です。

【マニュアル脱気+シール】
●目安判断による脱気とシーリング作業を

連続して行えます。

4 操作切替スイッチ‘マニュアル脱気’

7 エアペダルを踏む（2 回目）

6 シール面に袋をセット

10 脱気 +シール終了

8 エアペダルを踏む（3 回目）

圧着レバーが下降し、ノズルと袋をスポンジで挟み込み密封

ノズルと袋をスポンジで挟みましたら、エアペダルを放してください。
袋の内容物をできるだけ、ノズルの口に近づけるようにして袋を整え
ます。
安全の為の機構として圧着レバーの降下途中で足をエアペダルか
ら離すと圧着レバーが開くようにプログラムされています

シール終了後、圧着レバーが開く（圧着レバーが開くと、袋を取り出してください）

連続作業時ノズルが前に出て作業待機します。シール面に袋をセット（作業を続ける場合は再び 66 へ）

作業を終了する場合は「8-4　作業終了のしかた」（→ P.24）を参照してください

5 エアペダルを踏む（1 回目）

この間、自動的に作動

9 エアペダルを踏む（4 回目）

内容物の入った袋にノズルを差し込みシール位置を確
かめなから、袋の両端を整える

脱気開始

目安にて適当な脱気状態を判断する目安にて適当な脱気状態になれば、、、

圧着レバー、シール面に密着（シール開始）

コントロールユニット作動（加熱→冷却ランプ点灯）

シール終了後（加熱、冷却ランプ消灯）圧着レバー上がる

ノズル後退

脱気終了

8-2　マニュアル脱気 + シール

自動的にノズルが前へ出てきますので充
分注意してください。

注意
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切替スイッチ
タイマー脱気

圧着レバーが下降し、ノズルと袋をスポンジで挟み込み密封

◎準備ができましたら、下記の手順でシーラーを作動させてください。

11 ～ 3 までは全製品同じ操作です。

【タイマー脱気+シール】
●タイマーでの時間設定による脱気とシーリ

ング作業を連続して行えます。

ノズルと袋をスポンジで挟みましたら、エアペダルを放してください。
袋の内容物をできるだけ、ノズルの口に近づけるようにして袋を整え
ます。
安全の為の機構として圧着レバーの降下途中で足をエアペダルか
ら離すと圧着レバーが開くようにプログラムされています

8 エアペダルを踏む（2 回目）

シール終了後、圧着レバーが開く（圧着レバーが開くと、袋を取り出してください）
連続作業時ノズルが前に出て作業待機します。シール面に袋をセット（作業を続ける場合は再び 77 へ）

作業を終了する場合は「8-4　作業終了のしかた」（→ P.24）を参照してください

6 エアペダルを踏む（1 回目）

7 シール面に袋をセット 内容物の入った袋にノズルを差し込みシール位置を確
かめなから、袋の両端を整える

10 脱気 +シール終了

この間、自動的に作動

9 エアペダルを踏む（3 回目）

4 操作切替スイッチ‘タイマー脱気’

5 脱気タイマーセット 内容物に応じて脱気時間を設定する（「6-3　脱気タイマー」（→ P.16）参照）

圧着レバー、シール面に密着（シール開始）

コントロールユニット作動（加熱→冷却ランプ点灯）

シール終了後（加熱、冷却ランプ消灯）圧着レバー上がる

ノズル後退

脱気タイマーで設定した時間で脱気終了

脱気開始

8-3　タイマー脱気 + シール

自動的にノズルが前へ出てきますので充
分注意してください。

注意
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TEST

インパルス方式のシーラーは、シール条件として加熱、
冷却が重要であり、シールの良否を大きく左右します。
また、異なる袋（フィルム）、内容物において加熱時間、
冷却時間の最適な設定が異なりますのでご注意くださ
い。

附属部品の中にシールサンプルを入れておりますので、
ご参考にご利用ください。

11 切替スイッチ‘シール専用’にする

12 電源スイッチ　OFF

13 漏電ブレーカー　OFF

14 作業終了

シーラーが停止します

シールの仕上がり状態について

8-4　作業終了のしかた

100V 仕様機 200V 仕様機

注意 	 異なる袋（フィルム）、内容物における最適な
シール状態がお客さまの責任において確認して
ください。

	 ガゼット袋の場合、厚みが場所によって異なり
ますので密封されているかどうか、必ず確認して
ください。

	 【例：水中で袋を押し、気泡が出ないか確か
めるなど】

注意 長時間使用されないときは電源プラグもコ
ンセントから抜いてください。
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